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非常用照明のバッテリー交換

火災などで停電が発生すると、避難方向や周囲の状況を把握できなくなるため避難が困難になります。

非常用照明により、定められた時間一定の照度を確保し、避難を速やかに行うことができます。建築基

準法によって設置基準が定められており、法令に準拠した機器選定と配置がなされています。

非常用照明は、避難するための通路に照度を確保するための設備で、誘導灯（消防法）は避難する方

向を示す設備です。誘導灯の明るさで非常用照明の明るさは確保できないので、それぞれを別の設備と

して設置することが法令で定められています。今回は、非常用照明に内蔵されているバッテリーの寿命

について紹介します。交換の目安は４～６年です。万一に備えて再点検してみてはいかがですか。

交換バッテリーは
メーカー指定のＪ Ｉ Ｌ
適合マーク付とする
ことが必要です

バッテリー寿命特性の一例

非常灯

電
圧

容量低下

10分 20分 30分

容量低下で点灯時間が短くなる

点灯時間

バッテリー性能確認時は、十分に充電（４８時間以上）
した後、非常点灯に切り替えて３０分経過後に点灯して
いることを確認して下さい。
既定の照度は、床面１ルクス以上ですが、蛍光灯器具
の場合には２ルクス以上の照度が必要です

一般社団法人 日本照明器具工業会 ＨＰより抜粋

バッテリー交換時期の目安は４～６年

寿命末期のバッテリー例

電解液の析出


